
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                        

 

 

一人一人を大切にする温かい学校目指して 

 

 

令和７年 10月９日（木） 

南城市立百名小学校 

文責 校長 竹下晴康 

校長講話（10月１日） 「いじめは絶対に許されません」 

 10 月１日（水）に校長講話を行いました。話の要点は下記のとおりです。 

素敵な学校百名小ですが、校長先生はとても心配なことがあります。それは、「いじめ」です。 

さて、いじめとは何でしょうか。どうのようにすることがいじめなのでしょうか。 

いじめとは主に次のような行為のことです。たとえ、遊びやふざけのつもりでも、相手が「やめてほしい」「つらい」とか「い

やだ」と思ったら、それは「いじめ」になります。（スライド参照） 

百名小学校の皆さんのアンケートからも気になることがあります。（アンケートから、いやな思いをしている子についてのクラ

スの実態を共有しました）このように答えている人は、「いじめられているのではないでしょうか？」「学級でつらい思いをして

いるのではないか」と悲しくなります。でも、アンケートの中には、「思いやりがある子」や「正しい行動ができる子」が百名小

学校にもたくさんいると思う答えがたくさんありました。素晴らしいお友達が百名小学校にはたくさんいます。きっといじめを

なくすことができると思います。みなさん一人一人は、家族みんなに祝福されて生まれた命です。みんな一人一人は、おとうさ

ん、おかあさん、おじいちゃん、おばあちゃんの・・・そして、南城市、沖縄、日本、世界の大事なたからものなのです。 

でも、もし本当にだいじな、かけがえのない、たからものである子どもが、いじめにあったらおうちの人はどんなきもちにな

るでしょうか？どんな理由があっても、いじめはぜったいに許されません、してはいけません。百名っ子みんなのこころに思い

やりの花をさかせていじめがない、みんなが成長できる、たのしい百名小学校をつくりましょう！ 

学校行事のテーマが決まりました！ 

子どもたちが学校生活で様々なことに取り組む上でのス

ローガンとなるテーマが決定しました。 

このテーマは、学校行事、学級活動、縦割り班活動など、

あらゆる場面で目指す姿を学年ごとに解釈し、その達成に

向けて全員で努力していくための指針となります。 

「心を燃やせ！ 最高の笑顔 百名っ子」 


